
 

 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
この資料は、当社のローパワーＣＰＵボード ＡＳ-１３１０を使用する場合に、組み合わせて使用する電源について

の注意点を示すものです。 
 
 
２．ＡＳ－１３１０の消費電流 

ＡＳ－１３１０はＡＴＸタイプのスイッチング電源を使用するように設計されています。必要とする電圧と電流の実測

値は以下に示すようになっています。 
市販のＡＴＸタイプのスイッチング電源はＰｅｎｔｉｕｍ４のような消費電流の多いＣＰＵボードを想定して作られている

ものも多く負荷の最小電流値が決められている場合が殆どです。特にＡＳ－１３１０の＋５Ｖの消費電流が小さいた

め＋５Ｖの最小負荷電流を下回ってしまう場合があります。その場合正しい電圧が供給されなくなり動作不安定にな

ることがあります。 
 

＋３．３Ｖ   ２．５Ａ     
＋５Ｖ     １００ｍＡ 
＋１２Ｖ    １００ｍＡ 
－１２Ｖ    ５０ｍＡ 
－５Ｖ     未使用 
＋５Ｖ ＳＢ  ５００ｍＡ （スタンバイ電源）   

 
３．対策 
ＣＰＵボードおよび一緒に使用する周辺機器の消費電流に見合った電源を使用することが一番です。 
実験等で手持ちの大容量の電源を使用する場合は、電源側の最小電流値を満たすようにブリーダ抵抗を＋５Ｖラ

インとＧＮＤラインの間に入れれば正しい動作が行われるようになります。 
 
ブリーダ抵抗の値の求め方はオームの法則から以下のようになります。 
 

ブリーダ電流をＩ（Ａ）とすると、     Ｅ＝ＩＲ   ですから 
５００ｍＡ流すには           ５＝０．５＊Ｒ      Ｒ＝１０ Ω 

 
なお、抵抗で消費された電力は熱となりますので、消費電力に見合った定格容量の抵抗を使用して下さい。 
上の例では５Ｖ×５００ｍＡで２．５Ｗですから余裕を見込んで５Ｗの抵抗が適当です。 
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